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• 自然災害リスク情報の仕様（データ仕様およびメタデータ仕様）、およ
びシステムへの要求事項の検討
– ターゲットとする利活用像の実現のために必要な仕様・要求事項の検討
– データの構造化案の作成、許容する選択肢の辞書化等

• 相互運用可能なデータ仕様およびメタデータ仕様の検討
• システムの構成（アーキテクチャー）の検討
• 試験運用環境(プロトタイプシステム）の構築
• 試験運用の際の検証用データや基本的ツールの収集又は作成
• 試験運用結果等の評価・検証

災害リスク情報規格整備のロードマップ案
H21年度は、自然災害リスク情報の利活用を推進するための基礎となる規格案
プロトタイプシステムの構築に必要となる以下の課題を中心に活動を実施。

【H21年度の検討項目案】

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

検討の基本的な
枠組の検討

規格案の作成
及び

試験運用

規格案の改善、
試験運用の拡大、

運用支援ツール検討
・実効性の検証

規格案のチューンナップ
運用支援ツール整備

テストベット構築

想定する概略スケジュール

データ整備・データ更新等に係るルール、データ整備方策等については並行して検討
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H21年度 災害リスク情報規格整備に係る主な検討項目案

■主要課題：自然災害リスク情報の利活用を推進するための規格案の作成及び試験運用

 

リスク推定
計算

リスク推定
計算

リスク推定
計算

リスク推定
計算

リスク情報

リスク情報

リスク情報

リスク情報

メタデータ

メタデータ

メタデータ

メタデータ

リスク情報

○○県

基礎データ
（標高、地盤など）

土砂災害リスク情報

火山災害リスク情報

地震災害リスク情報

風水害リスク情報

登録

登録

登録

登録

 

 

リスク情報

Ａ省庁

B省庁

リスク情報

C省庁

リスク情報

○○市

リスク情報

リスク情報
応用アプリケーション

提供サーバー

国土地理院

基盤地図情報

基盤地図情報
配信サーバー

関連サービス提供者

行政機関
研究機関

リスク情報提供
ポータルサイト

メタデータ

・住民や事業者は、居住
地等に関する、様々な災
害リスク情報を、一箇所
で、郵便番号・住所など
からの検索によって、容
易に入手できる。

・リスク情報を、分かり易
く閲覧できる。

住民等

試験運用環境の構築
・ネットワーク上に分散配置されている、リスク
情報およびサービスなどの、メタ情報を管理
・ユーザーからの検索に応えて、適切なリスク情
報等を提供

・行政機関は、全国的な
リスク情報の整備状況を
把握できる。

・研究者は、利用したいリ
スク情報および関連情報
（原データの保有機関、
利用アルゴリズム等）を
把握できる。

・民間企業は、リスク情報
を用いた、新たなサービス
を開発・提供できる。

・基盤地図
情報等の
配信

・リスク情報やメタデータや
作成を支援するツールの提供。

風水害

土砂災害

火山災害

地震災害

日本海溝・
千島海溝
周辺海溝型
地震防災対策
推進地域

地震・津波
ハザードマップ
作成自治体

インターネット

②適切な
リスク情報
を要求・取得

③適切な
リスク情報
を渡し、
処理を要求、
結果を取得

①リスク情報
に関する
リクエスト

④リスク情報
処理結果を
返信

試験運用結果等の評価・検証

試験運用環境（プロトタイプ
システム）で提供すべき機
能（検索項目等）の検討

・共有化、相互利用のため
のメタデータ仕様の検討
・試験運用環境の検証用テ
ストメタデータの作成

・共有化、相互利用のため
のデータ仕様の検討
・試験運用環境の検証用テ
ストデータの作成

H21年度の実施内容

凡例

・データ仕様の検討
・データの構造化案検討
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H21年度 活動体制（案） ＜組織構成＞

【メンバ】 防災WG構成員

【タスク】・意見・アイデアの提供

・情報の交換・共有

【メンバ】・構成員（10名程度）、事務局

【タスク】・システムアーキテクチャの検討

・標準I/Fの検討および利活用場面からの要求事項を

基にプロトタイプシステムの仕様検討

・システムの検証方法や課題の検討

【メンバ】・構成員（10名程度）、事務局

【タスク】・既存規格、基準、仕様類の規定内容や利活用場面か

らの要求事項を踏まえ、相互利用可能なデータ仕様

およびメタデータ仕様の検討

・プロトタイプ検証用のデータ作成防災WG

システム化部会

データ標準化部会

案についての意見照会

ニーズ・シーズに関する
情報提供、検討への参画

その他（必要に応じ）

この部分の効果的な構成や検討
ルールについて意見を頂きたい
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H21年度 活動体制（案） ＜部会間の関連＞

利活用面での
ニーズに明るい方

システム化部会

防災WG

・システムアーキテクチャ
・プロトタイプシステム仕様(I/F仕様等)
・プロトタイプシステムの検証方法

・現実的なニーズに即した利用場面に基づ
くシステムへの要求事項

・相互利用可能なデータ仕様
・相互利用のためのメタデータ仕様
・検証用テストデータ

・現実的なニーズに即した利用場面に基づ
く自然災害リスク情報（データ仕様および
メタデータ仕様）への要求事項

意
見
照
会

意
見
照
会

意
見
照
会

試験運用環境の構築
データ・メタデータの
仕様（案）の作成

データ標準化部会
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相互利用可能なデータ仕様・メタデータ仕様の検討

A仕様のリスクのデータ

B仕様のリスク

メタデータ

C仕様のリスクのデータ

D仕様のリスク

メタデータ

相
互
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
仕
様

相
互
利
用
可
能
な

メ
タ
デ
ー
タ
仕
様

マッピング

データ利用者・

サービス提供者

利用

用
語
辞
書

各種仕様をマッピングするためには意味
の共有が必要となる。用語辞書は意味を
比較して対応づけるもの
（用語辞書は既存データとのマッピング
テーブルの役目を果たすものとする）

国際標準等をベースとしたデータ仕様に
マッピングすることにより、異なるデータ
仕様で作成された各種リスク情報を相
互利用することが可能

各機関で作成される仕様が異なる場合、
それぞれの仕様に対応したアプリケー
ション等が必要となり相互利用が難しい

異なる機関のリスク情
報を容易に扱える

6
検討対象



1)既存規格・基準・仕様類の要素や属性の整理

2)相互利用可能なデータ仕様で対象とする範囲の検討

3)対象とする既存規格・基準・仕様類の要素や属性間の関係を整理

4)対象とする既存規格・基準・仕様類の要素や属性を取り扱えるデー

タ構造の検討

6)相互利用可能なデータ仕様書の作成

5)利活用のニーズよる要素や属性の検討

相互利用可能なデータ仕様の検討手順（案）

①既存規格・基準・仕様類には、災害リス
ク情報だけでなく、多様な情報が含まれて
いるため、対象とする範囲を検討する。当
面は、災害リスク情報を中心に検討を行う
ものとし、利活用等のニーズに基づき、必
要に応じて対象とする範囲を拡張する。

②既存規格・基準・仕様類の要素や属性
は、名称が異なるが同じ意味であるもの
や、同じ名称であるが意味が異なるものな
どが存在する。そこで、これらの相対的な
関係を整理する。

③既存規格・基準・仕様類の要素や属性
をマッピングできるデータ構造を検討する。

④自然災害リスクの作成に係わる専
門家、サービス提供者、サービス利用
者等から利活用場面を聴取し、既存
規格・基準・仕様類で規定されている
データ項目以外での要求（ニーズ）等
を整理する。

⑤1）～5）までの検討結果をデータ仕様書として取りまとめる。仕様書は
リスク分野毎（洪水、地震、津波等）に作成することを基本とするが、仕様
書の構成は、国際標準等を参考に、リスク分野問わず共通的に定義する。 7



1)既存規格・基準・仕様類のメタデータ項目の整理 2)国際標準類で記載されているメタデータ項目の整理

3)利活用場面に基づき規定すべきメタデータ項目の抽出

5)相互利用可能なメタデータ仕様書の作成

4)メタデータ項目の入力内容・規則の検討

相互利用可能なメタデータ仕様の検討手順（案）

既存規格・基準・仕様類で規定さ
れているメタデータ項目を整理す
る。

メタデータに関する国際標準
（ISO19115）や国内標準（JMP2.0）
で規定されている項目を整理

国際標準などで規定されている項目
は多種多様であるため、メタデータを
用いた利活用場面を想定した上で、
必要となる項目を取捨選択する。

災害リスク情報のメタデータとして記載す
る場合、メタデータ項目に対してどのよう
な内容を記載すべきかを検討する。
また、選択式で入力すべき項目等につい
ては、入力規則を定める。

1）～4）までの検討結果をデータ仕様
書として取りまとめる。仕様書はリスク
分野毎（洪水、地震、津波等）に作成
することを基本とするが、仕様書の構
成は、国際標準等を参考に、リスク分
野問わず共通的に定義する。
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システムの構成（アーキテクチャ）のイメージ

 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
イ
ヤ

サ
ー
ビ
ス
レ
イ
ヤ

デ
ー
タ
レ
イ
ヤ

災害リスク情報を検索・入手するためのポータル

自然災害リスク情報ポータル （仮称）

ex.避難経路

検索サービス

災害リスク情報を用いた
各種アプリケーション

リスク情報
作成機関

○○機関

データをやり取り
する際のI/F。
国際標準や既存
サービス等を参
考に規定

国際標準や既存
データ規格等を
参考に作成した
相互運用可能な
データ仕様に変
換

メタデータを
検索キーとし
て取得する

データ検索
サービス

データ閲覧
サービス

データ変換
サービス

データ登録
サービス

ダウンロード
サービス

標準I/F

①データ検索

④-1データの閲覧
⑤-1オリジナル

のデータを取得
⑤-2標準的な仕様

に変換して取得

メタデータ
データの

所在

データ

仕様

②データの

所在を確認

③データの仕様の確認

データ仕様

説明書
用語辞書

データ

モデル

ex.ガイドライン等 ex.XMLスキーマ等

○○機関DB

△△機関DB

データ自体は

各機関で分散管理

システムアーキテクチャの検討は、最終的に
目指すシステムをどのような機能単位とし、
データ及びサービスをどのように管理すべき
かを決めることである。具体的には、図 に示
すアプリケーションレイヤやサービスレイヤ、
データレイヤを構成する各機能や保持すべき
データの構成等を検討する。

プロトタイプシステムで
は、システムアーキテク
チャに示した一部を検証
用に実装する。
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H21年度 活動概要案 （1）
No. 活動項目 作業内容 インプット情報 アウトプット情報 

現実的なニーズに即

した利用場面の検討 

既存規格・基準・仕様類のデータ項目を基に利活用場面およびデータに係わる

課題を整理する。更に、その他の利活用場面を検討し、既存規格・基準・仕様類

のデータ項目で必要となるデータ項目を整理する。 

 既存規格・基準・仕様類のデ

ータ項目 

 利活用場面 

 利活用場面に必

要となるデータ項

目 

自然災害リスク情報

への要求事項の検討

利活用場面および利活用場面に必要となるデータ項目を基に、自然災害リスク

情報への要求事項として、データ項目、構成、精度、形式等を整理する。 

 利活用場面 

 利活用場面に必要となるデ

ータ項目 

 自然災害リスク情

報への要求事項 

3 「利活用部会」

の検討 

システムへの要求事

項の検討 

利活用場面および利活用場面に必要となるデータ項目を基に、システムへの要

求事項として、データの検索方法や提供方法等を整理する。 

 利活用場面 

 利活用場面に必要となるデ

ータ項目 

 システムへの要求

事項 

相互利用可能なデー

タ仕様の検討 

既存規格・基準・仕様類の要素や属性を整理し、相互利用可能なデータ仕様にて

対象とする範囲を定める。次に、対象とする既存規格・基準・仕様類の要素や属

性間の相対的な関係を整理する。この結果を基に、既存規格・基準・仕様類の要

素や属性をマッピングできるデータ構造を検討する。更に、利活用面から既存規

格・基準・仕様類で規定されている要素や属性以外の要求事項があれば、それら

を加え、データ仕様書として取りまとめる。 

上記の作業は、災害リスク情報毎に検討する。ただし、基本的な検討手順や仕様

書の構成等は全体で共通的に定める。 

 自然災害リスク情報への要

求事項 

 既存規格・基準・仕様類のデ

ータ項目 

 データ仕様に関する国際標

準類 

 相互利用可能なデ

ータ仕様 

相互利用のためのメ

タデータ仕様の検討 

既存規格・基準・仕様類のメタデータ項目や国際標準で定められているメタデータ

項目を整理する。その上で、検索で必要となるキーワード等、メタデータの利活用

場面を検討した上で、相互利用するために対象とすべきメタデータ項目を規定す

る。更に、個々のメタデータ項目については、入力すべき内容（選択式での入力

等）を検討する。これらの結果をメタデータ仕様書として取りまとめる。 

上記の作業は、災害リスク情報毎に検討する。ただし、基本的な検討手順や仕様

書の構成等は全体で共通的に定める。 

 自然災害リスク情報への要

求事項 

 既存規格・基準・仕様類のデ

ータ項目 

 システムへの要求事項 

 既存のメタデータ仕様 

 メタデータ仕様に関する国際

標準類 

 相互利用のための

メタデータ仕様 

4 「データ標準化

部会」の検討 

検証用テストデータの

作成 

H21 年度に構築するプロトタイプシステムの検証に用いる検証用テストデータを

前述したデータ仕様およびメタデータ仕様に基づき作成する。 

 相互利用可能なデータ仕様 

 相互利用のためのメタデータ

仕様 

 プロトタイプシステムの検証

方法 

 検証用データ 

検証用メタデータ 
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H21年度 活動概要案 （2）

No. 活動項目 作業内容 インプット情報 アウトプット情報 

システムアーキテクチ

ャの検討 

システムへの要求事項、国内外の先行事例（INSPIRE 等）、国際標準類を参考

に最終的に目指すシステムをどのような機能単位（データ検索、データ閲覧、デ

ータ変換、ダウンロード等の機能）とし、データならびにサービスをどのように管理

すべきかを検討する。 

 システムへの要求事項 

 国 内 外 の 先 行 事 例

（INSPIRE 等） 

 国際標準類 

 システムアーキテ

クチャ 

プロトタイプシステム

仕様検討 

システムアーキテクチャは最終的な理想像を前提に機能要件を定めることになる

ため、プロトタイプシステムではその一部のみを実装することになる。実装する部

分については、システムアーキテクチャの検討において作成する機能要件に基

づき、仕様を具体化する。 

 システムアーキテクチャ  プロトタイプシステ

ム仕様 

5 「システム化部

会」の検討 

プロトタイプシステム

の検証方法 

プロトタイプシステムを防災WGの構成員等に利用していただき、使い勝手等（検

索項目として不足する内容、操作性が悪い部分等）を検証する。そこで、検証手

順や検証項目（調査項目等）等を整理する。 

 プロトタイプシステム仕様  プロトタイプシステ

ムの検証方法 

プロトタイプシステム

構築 

プロトタイプシステム仕様に基づきプロトタイプシステムを構築する。構築にあた

っては、既存の資産や環境を活用することに留意する。 

 プロトタイプシステム仕様  プロトタイプシステ

ム 

6 プロトタイプシス

テム構築・検証 

システムの検証 プロトタイプシステムの検証方法に基づき、効果や課題を確認するための検証を

行う。ここでの検討結果は、データ仕様、メタデータ仕様、およびシステムアーキ

テクチャの検討にフィードバックする。 

 プロトタイプシステムの検証

方法 

 プロトタイプシステ

ムの効果・課題 
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